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授業の目的 

Course 

Descriptions & 

Objectives 

日本語学や英語学に限らず、一般に、言語の研究史を正しく理解し、先行研究を批

判的に評価することができれば、追求すべき問題は自ずから明らかとなる。そのよ

うな意味で、言語研究がどのように行われてきたかを知ること、そして、先行研究

を正当に評価批判する能力は、自らの研究を遂行する上で必須の能力となる。本特

論演習は、語彙的意味と統語との関係、およびアスペクト研究に関する論考を熟読

検討することによって、このような能力を開発することを目的とする。ここで養わ

れた能力は、他分野の研究を遂行する上でも有用なものとなるはずである。 

 

このクラスでは、個人研究としては以下の作業を行ってもらう。 

 

１．自分が追求しようとする関連分野の理論的、記述的文献のリスト作成 

２．それらの文献の要約、批評 

３．それらを基にした研究テーマおよび研究計画の設定と遂行 

 

また、授業では、意味、語彙、スケール構造、テンス・アスペクト、語彙・統語対

応などの主要文献を読んで、分野に関する知識を増やしてもらう。授業においても、

定期的に個人研究の進捗状況を発表してもらい、討論することにする。 

 

This course will foster students to acquire knowledge and skills to properly 

review previous studies in the area of lexical semantics and aspect in Japanese 

linguistics, which will constitute an integral part of research ability to pin 

down the relevant issues in the field and set up a research plan.  Students 

are required to make a reading list of the field, write reviews of major works 



as well as the ones to be read in the class and make presentations and write 

papers on the research of their own. 

サブタイトル 

Subtitle 

文の意味解釈に果たす語彙的意味の役割と文脈の役割 

The roles of lexical semantics and context in defining the 

interpretations of sentences 

 

授業の計画 

Lecture  Topics 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 1回 理論的・記述的言語研究の目的と方法 

第 2 回 理論的・記述的文献リストの作成方法 

第 3 回 先行研究の批評の方法 

第 4 回 研究テーマおよび研究計画の設定方法 

第 5 回 概念意味論：概念構造の基礎（1） 

Jackendoff, Ray (1983) Semantics and Cognition, MIT Press. 

第 6 回 概念意味論：概念構造の基礎（2）  

Jackendoff, Ray (1983) Semantics and Cognition, MIT Press. 

第 7 回 概念意味論：概念構造の基礎（3）  

Jackendoff, Ray (1983) Semantics and Cognition, MIT Press. 

第 8 回 受講者による発表および討論（1） 

第 9 回 
概念意味論：意味の隙間（1）  

Jackendoff, Ray (1997) The Architecture of the Language Faculty, MIT 

Press. 

第 10 回 
概念意味論：意味の隙間（2） 

Jackendoff, Ray (1997) The Architecture of the Language Faculty, MIT 

Press. 

第 11 回 
概念意味論：意味の隙間（3） 

Jackendoff, Ray (1997) The Architecture of the Language Faculty, MIT 

Press. 

第 12 回 受講者による発表および討論（2） 

第 13 回 
概念意味論：語彙的意味と構文的意味（4） 

Jackendoff, Ray (2010) Meaning and the Lexicon: The Parallel 

Architecture 1975-2010, Oxford University Press. 

第 14 回 
概念意味論：語彙的意味と構文的意味（5） 

Jackendoff, Ray (2010) Meaning and the Lexicon: The Parallel 

Architecture 1975-2010, Oxford University Press. 

第 15 回 受講者による発表および討論（3） 

第 16回 アスペクト理論：アスペクト分類とアスペクト合成（1) 



Dowty, David (1979) Word Meaning and Montague Grammar, Reidel, 

Dordrecht. 

第 17回 アスペクト理論：アスペクト分類とアスペクト合成（2) 

Verkuyl, Henk (1993) A Theory of Aspectuality, chap.1, CUP. 

第 18回 アスペクト理論：アスペクト分類とアスペクト合成（3) 

Verkuyl, Henk (1993) A Theory of Aspectuality, chap. 2, CUP. 

第 19回 受講者による発表および討論（4） 

第 20回 アスペクト理論：アスペクト分類とアスペクト合成（4) 

Jackendoff, Ray (1991) "Parts and boundaries", in Lexical and 

Conceptual Semantics ed. by Beth Levin and Steven Pinker, 9-45, 

Blackwell. 

第 21回 アスペクト理論：スケール構造（1） 

Hay, Jennifer (1988) "The non-uniformity of degree achievements," 

paper presented at the Linguistic Society of America Annual Meeting, 

New York.  

第 22回 アスペクト理論：スケール構造（2） 

Hay, Jennifer, Christopher Kennedy and Beth Levin (1989) "Scaler 

structure underlies telicity in 'degree achievements'," Proceedings 

of SALT LX, 127-144. 

第 23回 受講者による発表および討論（5） 

第 24回 アスペクト理論：スケール構造（3） 

Kennedy, Christopher and Louise McNally (2005) "Scale structure and 

the semantic typology of gradable predicates," Language 81:345-381. 

第 25回 アスペクト理論：スケール構造（4） 

Kennedy, Christopher (2012) The composition of incremental change. 

In Demonte, Violeta and Louise McNally (eds.) Telicity, change and 

state. pp. 103-121. Oxford University Press 

第 26回 受講者による発表および討論（6） 

第 27回 日本語学におけるアスペクト研究（1） 

金田一春彦（1950）「国語動詞の一分類」『言語研究』第 15号（金田一（編）

『日本語動詞のアスペクト』むぎ書房に所収） 

第 28回 日本語学におけるアスペクト研究（2） 

藤井正（1966）「「動詞＋ている」の意味」『国語研究室』東京大学（金田

一（編）『日本語動詞のアスペクト』むぎ書房に所収） 

第 29回 日本語学におけるアスペクト研究（3） 

奥田靖雄（1977）「アスペクトの研究をめぐってー金田一的段階ー」『宮城

教育大学国語国文』８（奥田靖雄（1985）『ことばの研究・序説』むぎ書



房に所収） 

第 30回 受講者による発表および討論（7） 

  

 

テキスト  

Textbooks 

番号 書籍名 Title 著者 Writer 出版社

Publisher 

出版年 Published 

the year 

ISBN 

      

授業計画に記載したもの 

参考書  

Reference  Books 

番号 書籍名 Title 著者 Writer 出版社 

Publisher 

出版年  

Published the year 

ISBN 

      

成績評価の方法

Grading 

個人研究の進捗状況、クラスにおける発表、および、中間、期末レポートに寄って

行う。なお、授業の準備等、クラス貢献度も重要視する。 

その他 

Additional 

Comments 

 

参考 URL 

Reference 

番号 表示名 Site name URL 説明 notes 

    

注意事項 

Instructions to 

Students 

 

 


